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則条件を満たせば，その漸近分布は， 2 つの独立な Brownian bridges に関する多重確率積分の和で表
現できることが分かった。
第 3 章では，経験過程のマルチンゲール項の連続汎関数としていくつかの適合度検定統計量を提案し，
それらの漸近分布について考察した。先ず C 0 , 1 J 上の一様分布からの大きさ n のランダムサンプルか
ら作られる経験分布関数の n倍が点過程になることに注目した。そこで点過程の理論と局所二乗可積分
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第 1 章では， 1 次元確率分布の未知の中心に関する対称性を検定するためのクラメール・ミーゼス型
の統計量が可微分汎関数であることを利用して，その漸近分布を導出することに成功した。
第 2 章では，ミーゼス汎関数を 2 標本問題に一般化して，汎関数の漸近分布が 2 つの独立な Brownian
bridge に関する多重確率積分の和として表されることを証明し，その応用として 2 標本U統計量の漸近
分布を導出した。
第 3 章では，主要定理として著者は経験過程のマルチンゲール項が区間( 0 , 1 J 上の関数空間D
( 0 , 1 J において標準ウィナ一過程に弱収束することを証明した。次にこのマルチンゲール項に基づ
く具体的な線形汎関数のいくつかの形について漸近分布を求め，さらに，その応用として，ネイマンの
スムーズ検定，コルモブロフ・スミルノフ型統計量，クラメール・ミーゼス型統計量が扱えることを示
した。
これらの諸結果は統計的漸近理論への著しい貢献であって，博士論文として価値あるものと認める。
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